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令和 6 年度 橋本市一般会計予算 

 

令和 6 年度橋本市の一般会計の予算は、次に定めるところによる。 

（歳入歳出予算） 

第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ 29,709,839 千円と定め

る。 

２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入

歳出予算」による。 

（債務負担行為） 

第２条 地方自治法第 214 条の規定により債務を負担する行為をすること

ができる事項、期間及び限度額は、「第２表 債務負担行為」による。 

（地方債） 

第３条 地方自治法第 230 条第 1 項の規定により起こすことができる地方

債の起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、「第３表 

地方債」による。 

（一時借入金） 

第４条 地方自治法第 235 条の３第２項の規定による一時借入金の借入れ

の最高額は、2,000,000 千円と定める。 

（歳出予算の流用） 

第５条 地方自治法第 220 条第２項ただし書の規定により歳出予算の経費

の金額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。 

(1) 各項に計上した一般職の報酬、給料、職員手当等及び共済費に係る

予算額に過不足を生じた場合における同一款内でのこれらの経費の各

項の間の流用 

 

 

令和 6 年 2 月 26 日 提出 

橋本市長  平 木 哲 朗 

 

 



－2－ －3－

項 金      額

第 １ 表 歳 入 歳 出 予 算

款

（単位：千円）

項

歳 入

款金      額

（単位：千円）

負 担 金市 税1 117,10626,490,951

使 用 料 及 び 手 数 料1 市 民 税 375,281142,669,026

使 用 料2 固 定 資 産 税 266,23912,815,401

手 数 料3 軽 自 動 車 税 109,0422243,555

国 庫 支 出 金4 市 た ば こ 税 3,697,39815384,809

国 庫 負 担 金5 入 湯 税 2,524,3451264

国 庫 補 助 金6 都 市 計 画 税 1,148,0302377,896

委 託 金地 方 譲 与 税2 25,0233252,207

県 支 出 金1 地 方 揮 発 油 譲 与 税 2,223,6461653,000

県 負 担 金2 自 動 車 重 量 譲 与 税 1,379,6291166,000

県 補 助 金3 森 林 環 境 譲 与 税 661,041233,207

委 託 金利 子 割 交 付 金3 182,97634,400

財 産 収 入1 利 子 割 交 付 金 18,199174,400

財 産 運 用 収 入配 当 割 交 付 金4 18,087156,000

財 産 売 払 収 入1 配 当 割 交 付 金 112256,000

寄 附 金株 式 等 譲 渡 所 得 割 交 付 金5 601,9021829,000

寄 附 金1 株 式 等 譲 渡 所 得 割 交 付 金 601,902129,000

繰 入 金法 人 事 業 税 交 付 金6 2,690,6851975,000

特 別 会 計 繰 入 金1 法 人 事 業 税 交 付 金 19,969175,000

基 金 繰 入 金地 方 消 費 税 交 付 金7 2,670,71621,443,000

繰 越 金1 地 方 消 費 税 交 付 金 1201,443,000

繰 越 金ゴ ル フ 場 利 用 税 交 付 金8 1123,000

諸 収 入1 ゴ ル フ 場 利 用 税 交 付 金 653,5672123,000

延 滞 金 、 加 算 金 及 び 過 料自 動 車 税 環 境 性 能 割 交 付 金9 13,025134,000

市 預 金 利 子1 自 動 車 税 環 境 性 能 割 交 付 金 66234,000

貸 付 金 元 利 収 入地 方 特 例 交 付 金10 5,9143288,442

受 託 事 業 収 入1 地 方 特 例 交 付 金 51,8724288,442

雑 入地 方 交 付 税11 582,69058,900,000

市 債1 地 方 交 付 税 1,730,300228,900,000

市 債交 通 安 全 対 策 特 別 交 付 金12 1,730,30013,000

1 交 通 安 全 対 策 特 別 交 付 金 歳          入          合          計 29,709,8393,000

分 担 金 及 び 負 担 金13 119,860

1 分 担 金 2,754
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項 金      額款

（単位：千円）

項

歳 出

款金      額

（単位：千円）

住 宅 費議 会 費1 360,0285235,156

消 防 費1 議 会 費 1,270,4289235,156

消 防 費総 務 費2 1,270,42813,173,443

教 育 費1 総 務 管 理 費 2,732,884102,707,095

教 育 総 務 費2 人 権 対 策 費 545,057115,432

小 学 校 費3 徴 税 費 326,0192263,394

中 学 校 費4 戸 籍 住 民 基 本 台 帳 費 173,7023107,053

幼 稚 園 費5 選 挙 費 75,921420,744

社 会 教 育 費6 統 計 調 査 費 747,493519,603

保 健 体 育 費7 監 査 委 員 費 864,692624,892

災 害 復 旧 費8 市 民 会 館 費 10,4031115,230

農 林 水 産 施 設 災 害 復 旧 費民 生 費3 10,402112,188,290

公 共 土 木 施 設 災 害 復 旧 費1 社 会 福 祉 費 126,261,614

公 債 費2 児 童 福 祉 費 3,050,923125,171,654

公 債 費3 生 活 保 護 費 3,050,9231755,020

諸 支 出 金4 災 害 救 助 費 356132

土 地 開 発 基 金 費衛 生 費4 35612,964,526

予 備 費1 保 健 衛 生 費 20,00014672,596

予 備 費2 清 掃 費 20,00011,370,771

3 上 水 道 整 備 費 歳          出          合          計 29,709,83918,147

4 病 院 費 903,012

労 働 費5 400

1 労 働 諸 費 400

農 林 水 産 業 費6 726,172

1 農 業 費 650,717

2 林 業 費 75,455

商 工 費7 1,367,905

1 商 工 費 1,367,905

土 木 費8 1,968,953

1 土 木 管 理 費 22,427

2 道 路 橋 梁 費 562,224

3 河 川 費 14,951

4 都 市 計 画 費 1,009,323



事　　　　項 期　　間 限　度　額

市 勢 要 覧 作 成 委 託 令和6年度～令和7年度 4,032千円

支 払 明 細 シ ス テ ム 利 用 令和7年度～令和10年度 3,144千円

公 用 車 リ ー ス 令和7年度～令和11年度 4,819千円

システム標準化・共通化対応システム借上 令和6年度～令和12年度 117,880千円

シ ス テ ム 標 準 化 ・ 共 通 化 対 応 委 託 令和7年度 238,975千円

行 政 用 端 末 借 上 令和7年度～令和11年度 137,808千円

地 域 防 災 計 画 改 訂 等 委 託 令和7年度 11,302千円

固 定 資 産 評 価 支 援 シ ス テ ム 借 上 令和7年度～令和11年度 46,070千円

家 屋 評 価 シ ス テ ム 借 上 令和7年度 1,107千円

固 定 資 産 評 価 更 新 業 務 委 託 令和7年度～令和8年度 73,789千円

自 動 車 保 険 令和7年度～令和8年度 642千円

一 般 廃 棄 物 処 理 基 本 計 画 策 定 委 託 令和7年度 3,130千円

地 籍 調 査 シ ス テ ム 借 上 令和7年度～令和11年度 9,749千円

橋 本 北 消 防 署 増 築 工 事 監 理 委 託 令和7年度 671千円

消 防 団 納 庫 監 理 等 委 託 令和7年度 1,123千円

生 涯 学 習 推 進 計 画 策 定 委 託 令和7年度 4,620千円

第２表　債務負担行為
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起　債　の　目　的 限度額 起債の方法 利　　　率 償還の方法

千円

公 共 事 業 等 74,800

公 営 住 宅 建 設 事 業 83,400

災 害 復 旧 事 業 3,800

学 校 教 育 施 設 等 整 備 事 業 24,300

一 般 廃 棄 物 処 理 事 業 16,000

施 設 整 備 事 業 328,800

地 域 活 性 化 事 業 15,500

地 方 道 路 等 整 備 事 業 9,000

緊 急 防 災 ・ 減 災 事 業 317,600

公共施設等適正管理推進事業 751,600

緊急自然災害防止対策事業 10,500

脱 炭 素 推 進 事 業 6,000

市 町 村 振 興 資 金 貸 付 35,800

上 水 道 整 備 事 業 3,200

臨 時 財 政 対 策 債 50,000

計 1,730,300

借入先の融通条
件による。
ただし、市財政の
都合により据置期
間及び償還期限
を短縮もしくは繰
上償還又は低利
に借換えることが
できる。

5.0％ 以内
ただし、利率見直し方式で
借り入れる公的資金につい
て、利率の見直しを行った
後においては、当該見直し
後の利率。

証書借入
又　　は

証券発行

第３表　地方債

－7－



国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 予 算 
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令和 6 年度 橋本市国民健康保険特別会計予算 

 

令和 6 年度橋本市の国民健康保険特別会計の予算は、次に定めるところ

による。 

（歳入歳出予算） 

第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ 7,230,230 千円と定め 

る。 

２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入

歳出予算」による。 

（一時借入金） 

第２条 地方自治法第 235 条の３第２項の規定による一時借入金の借入れ

の最高額は、1,500,000 千円と定める。 

（歳出予算の流用） 

第３条 地方自治法第 220 条第２項ただし書の規定により歳出予算の経費

の金額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。 

(1) 保険給付費の各項に計上された予算額に過不足を生じた場合におけ

る同一款内でのこれらの経費の各項の間の流用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 6 年 2 月 26 日 提出 

橋本市長  平 木 哲 朗 
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第 １ 表 歳 入 歳 出 予 算

款 項

歳 入

金      額

（単位：千円）

国 民 健 康 保 険 税1 1,481,818

1 国 民 健 康 保 険 税 1,481,818

使 用 料 及 び 手 数 料2 50

1 手 数 料 50

県 支 出 金3 5,192,186

1 県 負 担 金 補 助 金 5,192,185

2 財 政 安 定 化 基 金 支 出 金 1

財 産 収 入4 1

1 財 産 運 用 収 入 1

繰 入 金5 534,033

1 一 般 会 計 繰 入 金 534,033

繰 越 金6 1

1 繰 越 金 1

諸 収 入7 22,141

1 延 滞 金 加 算 金 及 び 過 料 13,302

2 雑 入 8,839

歳          入          合          計 7,230,230
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款 項

歳 出

金      額

（単位：千円）

総 務 費1 79,775

1 総 務 管 理 費 73,534

2 徴 税 費 6,012

3 運 営 協 議 会 費 229

保 険 給 付 費2 5,108,115

1 療 養 諸 費 4,448,442

2 高 額 療 養 費 637,083

3 移 送 費 100

4 出 産 育 児 諸 費 17,500

5 葬 祭 諸 費 3,390

6 高 額 介 護 合 算 療 養 費 1,100

7 傷 病 手 当 金 500

国 民 健 康 保 険 事 業 費 納 付 金3 1,922,147

1 医 療 給 付 費 分 1,365,811

2 後 期 高 齢 者 支 援 金 等 分 424,461

3 介 護 納 付 金 分 131,875

保 健 事 業 費4 88,285

1 特 定 健 康 診 査 等 事 業 費 70,486

2 保 健 事 業 費 17,799

基 金 積 立 金5 16,834

1 基 金 積 立 金 16,834

公 債 費6 40

1 公 債 費 40

諸 支 出 金7 5,034

1 償 還 金 及 び 還 付 加 算 金 5,032

2 繰 出 金 2

予 備 費8 10,000

1 予 備 費 10,000

歳          出          合          計 7,230,230



駐 車 場 事 業 特 別 会 計 予 算 
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令和 6 年度 橋本市駐車場事業特別会計予算 

 

令和 6 年度橋本市の駐車場事業特別会計の予算は、次に定めるところに

よる。 

（歳入歳出予算） 

第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ 1,935 千円と定める。 

２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入

歳出予算」による。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 6 年 2 月 26 日 提出 

橋本市長  平 木 哲 朗 
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第 １ 表 歳 入 歳 出 予 算

款 項

歳 入

金      額

（単位：千円）

使 用 料 及 び 手 数 料1 1,933

1 使 用 料 1,933

財 産 収 入2 1

1 財 産 運 用 収 入 1

繰 越 金3 1

1 繰 越 金 1

歳          入          合          計 1,935
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款 項

歳 出

金      額

（単位：千円）

駐 車 場 費1 1,935

1 駐 車 場 費 1,935

歳          出          合          計 1,935



墓 園 事 業 特 別 会 計 予 算 
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令和 6 年度 橋本市墓園事業特別会計予算 

 

令和 6 年度橋本市の墓園事業特別会計の予算は、次に定めるところによ

る。 

（歳入歳出予算） 

第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ 28,774 千円と定める。 

２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入

歳出予算」による。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 6 年 2 月 26 日 提出 

橋本市長  平 木 哲 朗 
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第 １ 表 歳 入 歳 出 予 算

款 項

歳 入

金      額

（単位：千円）

使 用 料 及 び 手 数 料1 12,788

1 使 用 料 12,786

2 手 数 料 2

財 産 収 入2 1

1 財 産 運 用 収 入 1

繰 入 金3 15,984

1 基 金 繰 入 金 15,984

繰 越 金4 1

1 繰 越 金 1

歳          入          合          計 28,774
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款 項

歳 出

金      額

（単位：千円）

墓 園 事 業 費1 27,774

1 墓 園 事 業 費 27,774

予 備 費2 1,000

1 予 備 費 1,000

歳          出          合          計 28,774



介 護 保 険 特 別 会 計 予 算 
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令和 6 年度 橋本市介護保険特別会計予算 

 

令和 6 年度橋本市の介護保険特別会計の予算は、次に定めるところによ

る。 

（歳入歳出予算） 

第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ 6,413,081 千円と定め

る。 

２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入

歳出予算」による。 

（歳出予算の流用） 

第２条 地方自治法第 220 条第２項ただし書の規定により歳出予算の経費

の金額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。 

(1) 保険給付費の各項に計上された予算額に過不足を生じた場合におけ

る同一款内でのこれらの経費の各項の間の流用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 6 年 2 月 26 日 提出 

橋本市長  平 木 哲 朗 
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第 １ 表 歳 入 歳 出 予 算

款 項

歳 入

金      額

（単位：千円）

保 険 料1 1,385,229

1 介 護 保 険 料 1,385,229

使 用 料 及 び 手 数 料2 2,701

1 使 用 料 2,700

2 手 数 料 1

国 庫 支 出 金3 1,398,809

1 国 庫 負 担 金 1,048,707

2 国 庫 補 助 金 350,102

支 払 基 金 交 付 金4 1,658,152

1 支 払 基 金 交 付 金 1,658,152

県 支 出 金5 901,644

1 県 負 担 金 866,496

2 県 補 助 金 35,148

財 産 収 入6 1

1 財 産 運 用 収 入 1

繰 入 金7 1,066,539

1 一 般 会 計 繰 入 金 1,066,539

繰 越 金8 1

1 繰 越 金 1

諸 収 入9 5

1 延 滞 金 加 算 金 及 び 過 料 2

2 雑 入 3

歳          入          合          計 6,413,081
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款 項

歳 出

金      額

（単位：千円）

総 務 費1 208,938

1 総 務 管 理 費 90,129

2 徴 収 費 2,690

3 介 護 認 定 審 査 会 費 116,119

保 険 給 付 費2 5,894,093

1 介 護 サ ー ビ ス 等 諸 費 5,262,400

2 介 護 予 防 サ ー ビ ス 等 諸 費 236,700

3 そ の 他 諸 費 7,043

4 高 額 介 護 サ ー ビ ス 等 費 150,200

5 高額医療合算介護サービス等費 30,150

6 特定入所者介護サービス等費 207,600

地 域 支 援 事 業 費3 277,478

1 包括的支援事業・任意事業費 220

2 介護予防・生活支援サービス事業費 207,940

3 一 般 介 護 予 防 事 業 費 35,103

4 包括的支援事業・任意事業費 34,215

基 金 積 立 金4 1

1 基 金 積 立 金 1

諸 支 出 金5 22,570

1 償 還 金 及 び 還 付 加 算 金 2,603

2 繰 出 金 19,967

公 債 費6 1

1 公 債 費 1

予 備 費7 10,000

1 予 備 費 10,000

歳          出          合          計 6,413,081



後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 予 算 
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令和 6 年度 橋本市後期高齢者医療特別会計予算 

 

令和 6 年度橋本市の後期高齢者医療特別会計の予算は、次に定めるとこ

ろによる。 

（歳入歳出予算） 

第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ 2,138,537 千円と定め

る。 

２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入

歳出予算」による。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 6 年 2 月 26 日 提出 

橋本市長  平 木 哲 朗 
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第 １ 表 歳 入 歳 出 予 算

款 項

歳 入

金      額

（単位：千円）

保 険 料1 910,915

1 後 期 高 齢 者 医 療 保 険 料 910,915

使 用 料 及 び 手 数 料2 2

1 手 数 料 2

繰 入 金3 1,226,578

1 一 般 会 計 繰 入 金 1,226,578

繰 越 金4 1

1 繰 越 金 1

諸 収 入5 1,041

1 延 滞 金 加 算 金 及 び 過 料 2

2 償 還 金 及 び 還 付 加 算 金 770

3 雑 入 269

歳          入          合          計 2,138,537
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款 項

歳 出

金      額

（単位：千円）

総 務 費1 34,323

1 総 務 管 理 費 34,148

2 徴 収 費 175

後期高齢者医療広域連合納付金2 2,101,907

1 後期高齢者医療広域連合納付金 2,101,907

諸 支 出 金3 771

1 諸 支 出 金 770

2 繰 出 金 1

保 健 事 業 費4 536

1 保 健 事 業 費 536

予 備 費5 1,000

1 予 備 費 1,000

歳          出          合          計 2,138,537



工業団地造成事業特別会計予算 
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令和 6 年度 橋本市工業団地造成事業特別会計予算 

 

令和 6 年度橋本市の工業団地造成事業特別会計の予算は、次に定めると

ころによる。 

（歳入歳出予算） 

第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ 110,409 千円と定める。 

２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入

歳出予算」による。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 6 年 2 月 26 日 提出 

橋本市長  平 木 哲 朗 
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第 １ 表 歳 入 歳 出 予 算

款 項

歳 入

金      額

（単位：千円）

国 庫 支 出 金1 770

1 国 庫 補 助 金 770

県 支 出 金2 2,055

1 県 補 助 金 2,055

繰 入 金3 105,528

1 基 金 繰 入 金 105,528

繰 越 金4 1

1 繰 越 金 1

諸 収 入5 2,055

1 雑 入 2,055

歳          入          合          計 110,409
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款 項

歳 出

金      額

（単位：千円）

工 業 団 地 造 成 事 業 費1 91,975

1 工 業 団 地 造 成 事 業 費 91,975

公 債 費2 18,434

1 公 債 費 18,434

歳          出          合          計 110,409



水　道　事　業　会　計　予　算



第１条　令和６年度橋本市水道事業会計の予算は、次に定めるところによる。

第２条　業務の予定量は、次のとおりとする。

（１） 戸

（２） ㎥

（３） ㎥

（４）

（イ） 千円

（ロ） 千円

　（収益的収入及び支出）

第３条　収益的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。　

　　　第１款　水 道 事 業 収 益 千円

　　　　　第１項　営 　業　 収 　益 千円

　　　　　第２項　営　業　外　収　益 千円

　　　　　第３項　特　 別　 利　 益 千円

　　　第１款　水 道 事 業 費 用 千円

　　　　　第１項　営 　業　 費　用 千円

　　　　　第２項　営　業　外　費　用 千円

　　　　　第３項　特　 別　 損　失 千円

　　　　　第４項　予　　備　　費 千円

　（資本的収入及び支出）

第４条　資本的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める(資本的収入額が資本

　　　的支出額に対し不足する額665,616千円は現年度分損益勘定留保資金460,040

　　　千円、建設改良積立金205,576千円で補てんするものとする）。

　　　第１款　資 本 的 収 入 千円

　　　　　第１項　国 庫 支 出 金 千円

　　　　　第２項　県  支  出  金 千円

　　　　　第３項　負　　担　　金 千円

　　　　　第４項　繰　　入　　金 千円

　　　　　第５項　出　　資　　金 千円

　　　　　第６項　補　　償　　金 千円

　　　　　第７項　受　　託　　金 千円

　　　　　第８項　固定資産売却代金 千円

　　　　　第９項　企　　業　　債 千円

1

2

174,800

収 入

266,908

33,738

1

18,964

3,902

10,000

25,500

支 出

1,810,929

1,709,763

95,299

867

5,000

収 入

1,853,867

1,450,370

403,494

3

一 日 平 均 給 水 量 21,736

主 な 建 設 工 事

配 水 施 設 建 設 改 良 工 事 129,238

上 水 道 拡 張 工 事 495,800

令和６年度　橋本市水道事業会計予算

　（総　　則）

　（業務の予定量）

給　水　戸　数 27,239

総　給　水　量 7,933,743
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　　　第１款　資 本 的 支 出 千円

　　　　　第１項　建 設 改 良 費 千円

　　　　　第２項　拡  　張  　費 千円

　　　　　第３項　企業債償還金 千円

　　　　　第４項　国庫補助金返還金 千円

　　　　　第５項　予　　備　　費 千円

　（債務負担行為）

第５条　債務負担行為のすることができる事項、期間及び限度額は、 次のとおりと定める。

限 度 額

　（企業債）

第６条　起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、 次のとおりと定める。

利率

　（一時借入金）

第７条　一時借入金の限度額は、 700,000千円と定める。

　（予定支出の各項の経費の金額の流用）

第８条　予定支出の各項の経費の金額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。

（１） 第１款水道事業費用のうち、第１項営業費用、第２項営業外費用、第３項

　 特別損失に係る項間の流用。

（２） 第１款資本的支出のうち、第１項建設改良費、第２項拡張費、第３項企業

債償還金、第４項国庫補助金返還金に係る項間の流用。

　（議会の議決を経なければ流用することのできない経費）

第９条　次に掲げる経費については、その経費の金額を、それ以外の経費の金額に流用し、

（１） 職 員 給 与 費 千円

　（たな卸資産の購入限度額）

第１０条　たな卸資産の購入限度額は、56,318千円と定める。

       令和 6 年 2 月 26 日    提 出

平　木　哲　朗

　　　ならない。

185,232

        橋 本 市 長

償還の方法

拡張工事費 174,800千円 証書借入
3.5％
以内

173,928

2,908

1,000

事　　　項 期　　　間

令和6年度から

1,444千円
令和8年度まで

借入先の融通条件
による。

起債の目的 限度額 起債の方法

令和7年度まで

支 出

932,524

　　　又はそれ以外の経費をその経費の金額に流用する場合は、議会の議決を経なければ

浄水場排水排泥設備等更新工事 315,000千円

場外系クラウドシステム利用サー
ビス業務委託

令和6年度から

171,339

583,349

－27－



下　水　道　事　業　会　計　予　算





第１条　令和６年度橋本市下水道事業会計の予算は、次に定めるところによる。

第２条　業務の予定量は、次のとおりとする。

（１） 戸

（２） ㎥

（３） ㎥

（４）

（イ） 千円

（ロ） 千円

（ハ） 千円

　（収益的収入及び支出）

第３条　収益的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。　

　　　第１款　下 水 道 事 業 収 益 千円

　　　　　第１項　営 　業　 収 　益 千円

　　　　　第２項　営　業　外　収　益 千円

　　　　　第３項　特　 別　 利　 益 千円

　　　第１款　下 水 道 事 業 費 用 千円

　　　　　第１項　営 　業　 費　用 千円

　　　　　第２項　営　業　外　費　用 千円

　　　　　第３項　特　 別　 損　失 千円

　　　　　第４項　予　　備　　費 千円

　（資本的収入及び支出）

第４条　資本的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める(資本的収入額が資本的支出額

　　　に対し不足する額527,344千円は過年度分損益勘定留保資金304,128千円及び当年度分損

　　　益勘定留保資金223,216千円で補てんするものとする）。

　　　第１款　資 本 的 収 入 千円

　　　　　第１項　国 庫 支 出 金 千円

　　　　　第２項　分　　担　　金 千円

　　　　　第３項　負　　担　　金 千円

　　　　　第４項　他 会 計 補 助 金 千円

　　　　　第５項　他 会 計 出 資 金 千円

　　　　　第６項　固定資産売却代金 千円

　　　　　第７項　企　　業　　債 千円

　　　　　第８項　基　　　　　金 千円

　　　第１款　資 本 的 支 出 千円

　　　　　第１項　建 設 改 良 費 千円

　　　　　第２項　企業債償還金 千円

　　　　　第３項　基 金 積 立 金 千円

　　　　　第４項　予　　備　　費 千円

流 域 下 水 道 整 備 事 業 61,445

収 入

1,897,497

令和６年度　橋本市下水道事業会計予算

　（総　　則）

　（業務の予定量）

接　続　戸　数 11,210

年　間　排　水　量 3,815,943

主 な 建 設 改 良 事 業

汚 水 管 渠 整 備 事 業 184,746

雨 水 管 渠 整 備 事 業 45,181

一 日 平 均 排 水 量 10,454

713,426

1,184,065

6

支 出

1,886,115

1,726,701

153,122

792

5,500

収 入

744,803

87,302

353,103

913,385

1,272,147

4,159

1,500

2

10,500

1,540

161,356

1

2

支 出

484,100

－28－



　（債務負担行為）

第５条　債務負担行為をすることができる事項、期間、限度額は、次のとおりと定める。

　（企業債）

第６条　起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、 次のとおりと定める。

利率

　（一時借入金）

第７条　一時借入金の限度額は、 1,000,000千円と定める。

　（予定支出の各項の経費の金額の流用）

第８条　予定支出の各項の経費の金額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。

（１） 第１款下水道事業費用のうち、第１項営業費用、第２項営業外費用、第３

　 項特別損失に係る項間の流用。

（２） 第１款資本的支出のうち、第１項建設改良費、第２項企業債償還金、第３

項基金積立金に係る項間の流用。

　（議会の議決を経なければ流用することのできない経費）

第９条　次に掲げる経費については、その経費の金額を、それ以外の経費の金額に流用し、

（１） 職 員 給 与 費 千円

　（他会計からの補助金）

第10条　他会計からの補助金の金額は、以下のとおりである。

（１） 下水道事業に助成するため、一般会計からこの会計へ補助を受ける金額は、

　 535,111千円である。

（２） 工業団地造成事業の工事費等に充てるため、工業団地造成事業特別会計か

らこの会計へ補助を受ける金額は、20,184千円である。

       令和 ６ 年　２月 ２６ 日    提 出

平　木　哲　朗        橋 本 市 長

　　　又はそれ以外の経費をその経費の金額に流用する場合は、議会の議決を経なければ

81,396

　　　ならない。

限度額 起債の方法

484,100千円
証書借入

又は
証券発行

下水道事業
5.0％
以内

借入先の融通条件
による。

事項 期間

当該利子補給対象融資額に
対する３％相当額利息

36,608千円

起債の目的 償還の方法

限度額

1,060千円

排水設備工事に係る利子補
給

内水浸水想定区域図策定委
託

公営企業会計システム保守
委託

令和６年度～令和10年度

令和６年度～令和７年度

令和７年度～令和８年度
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病　院　事　業　会　計　予　算



（総則）

第１条　令和６年度橋本市病院事業会計予算は、次に定めるところによる。

（業務の予定量）

第２条　業務の予定量は、次のとおりとする。

（病院）

（１） 300 床

（２）

人

人

（３）

240 人

536 人

（４）

（イ） 事業費 千円

 (ロ） 事業費 千円

（訪問看護）

（１）

（イ）月間利用者数 92.5 人

 (ロ）月間利用回数 587 回

（２）

（イ）月間居宅サービス計画作成者数 41.7 人

87,600

51,810

令和６年度　橋本市病院事業会計予算

病 床 数

年 間 患 者 数

訪 問 看 護 事 業

外 来

入 院

建物付属設備整備事業

主要な建設改良事業

入 院

外 来

71,496

１ 日 平 均 患 者 数

130,248

医療機器等整備事業

居宅介護支援事業

-30-



（収益的収入及び支出）

第３条　収益的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。

収　　入

第１款　病院事業収益 千円

第１項 千円

第２項 千円

第３項 千円

第４項 千円

支　　出

第１款　病院事業費用 千円

第１項 千円

第２項 千円

第３項 千円

第４項 千円

第５項 千円

（資本的収入及び支出）

第４条　資本的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。(資本的収入

  額が資本的支出額に対し不足する額506,631千円は過年度分損益勘定留保資

　金506,631千円で補てんするものとする。）

収　　入

第１款　資本的収入 千円

第１項 千円

第２項 千円

第３項 千円

支　　出

第１款　資本的支出 千円

第１項 千円

第２項 千円

第３項 千円

7,797,292

817,808

15,987

691,256

151,678

190,626

123,306

8,416,727

企 業 債 120,000

投 資

企業債償還金

450投 資

特 別 利 益

訪問看護収益

医 業 費 用 8,171,123

医 業 外 費 用

73,489

他会計負担金

予 備 費

4,095

330,020

450,470

1,000

特 別 損 失

957,101

建 設 改 良 費

医 業 収 益 6,841,921

医 業 外 収 益

訪問看護費用 88,831
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（債務負担行為）

第５条債務負担行為をすることができる事項、期間及び限度額は、次のとおりと定める。

（企業債）

第６条　起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は次のとおり

と定める。

（一時借入金）

第７条　一時借入金の限度額は、2,000,000千円と定める。

（予定支出の各項の経費の金額の流用）

第８条　予定支出の各項の経費の金額を流用することができる場合は、次のと

おりと定める。

(１） 第1款病院事業費用のうち、第1項医業費用、第2項医業外費用、

第3項訪問看護費用、第4項特別損失に係る項間の流用。

(２） 第1款資本的支出のうち、第1項建設改良費、第2項投資、第3項

企業債償還金に係る項間の流用。

（議会の議決を経なければ流用することのできない経費）

第９条　次に掲げる経費については、その経費の金額を、それ以外の経費に流用

し、又はそれ以外の経費をその経費の金額に流用する場合は、議会の議決を

経なければならない。

(１） 千円

(２） 千円

事項

令和7年度から令和9年度まで 25,661千円レストラン運営業務委託

起債の目的 限度額 起債の方法

3.5%以内 借入先の融通条件による。

期間 限度額

病院事業 120,000千円

利　　率 償還の方法

職 員 給 与 費 4,460,841

交 際 費 3,030

証書借入

-32-



（他会計からの補助金）

第10条   病院事業運営のため一般会計及び国民健康保険特別会計からこの会計

へ補助を受ける金額は151,919千円である。

（たな卸資産の購入限度額）

第11条 　たな卸資産の購入限度額は、763,743千円と定める。

令和６年２月２６日　提出

橋本市長 平木　哲朗
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